
別添１ 

ＴＩＣＡＤフォローアップ・メカニズム 

 

 

ＴＩＣＡＤⅢ以降、モニタリング・メカニズムの制度化が必要との指摘が数多くあっ

たことを踏まえ、ＴＩＣＡＤ IV においては次の通り、３つの層からなるフォローア

ップ・メカニズムが正式に立ち上げられた。 

 

１．目的 

 

・各種関連イニシアティブの継続的な実施に貢献。 

 

・ＴＩＣＡＤで推進する考え方や概念・具体的成果についてアフリカ諸国のみならず

関係国・機関と自由に議論を行う。 

 

・ＴＩＣＡＤの諸活動の透明性及び説明責任を向上させること。 

 

 

２．形態 

 

第１の層: 事務局 

外務省（アフリカ審議官組織）内に事務局を設立し、ＴＩＣＡＤの優先分野の実施状

況に関し、関連政府機関と連携し、情報収集・分析・広報活動を行う。 

 

【活動内容】 

・ ウェブサイトを通じた情報発信（ＵＮＤＰのＴＩＣＡＤ関連ホームページとのリ

ンクを含む）。 

・ ＴＩＣＡＤ相談窓口を設け、市民社会と対話。 

・ ＡＤＣ（在京アフリカ外交団）と協調。 

 

 

第２の層: ＴＩＣＡＤプロセス・モニタリング合同委員会 

【参加者】 

アフリカ諸国（ＡＤＣのＴＩＣＡＤ委員会メンバー諸国）、日本政府及び政府関係

機関、ＴＩＣＡＤ共催者、ＡＵ委員会（含ＮＥＰＡＤ事務局）、ドナー諸国、国際機

関（在京大使館、駐日事務所） 

 

【活動内容】 

・ 年次進捗報告書をとりまとめる。（ただし、ＴＩＣＡＤフォローアップ会合の任
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務である報告書の分析・評価は行わない）。 

・ 原則年１回モニタリング合同委員会を開催。 

 

 

第３の層: ＴＩＣＡＤフォローアップ会合 

【参加者】 

日本政府（及び要すれば政府関係機関）、ＴＩＣＡＤ共催者、アフリカ諸国、ＡＵ

委員会（含ＮＥＰＡＤ事務局）、地域経済共同体（RECs）、ドナー諸国、国際機関等

のＴＩＣＡＤ参加者等 

 

【活動内容】 

・ 原則年１回、ＴＩＣＡＤフォローアップ会合を閣僚級（場合によっては高級事務

レベル）で開催。 

・ 年次進捗報告書に基づいて進行中のＴＩＣＡＤ関連活動についてレビュー・評価。

必要に応じ、活動の加速化を提言。 

                                 

（了） 

 


